
 

 

 

 

                              

日本の生協の歴史～消費者の暮らしと共に歩む～ 

 

 

 

 

【講義の主なポイント】 

・生協は、協同組合の１つであり、人と人との結びつきによる非営利の協同組織

である。国際協同組合同盟（ICA）は、107ヶ国で 308組織が加盟しており 12

億人が加入している世界最大の NGOである。 

・協同組合の誕生はイギリスで起こった産業革命の時代である。当時、労働者に

とって不利益が多く、労働者自身が出資・利用・運営するロッチデール公正先

駆者組合を設立したのが始まりである。その組合原則が協同組合原則の基と

なっている。日本での生協の歴史は、賀川豊彦氏に始まる。貧しい人たちのく

らしを変えるために尽力し、日本各地で生協が生まれる足がかりとなった。戦

後、物資が不足する中、全国で生協の設立が相次ぐこととなる。 

・1960 年代以降、消費者の困りごとは時代によって変わってきた。それぞれの

時代の組合員の願いに生協は事業と活動で対応してきた。 

・コープ商品は、組合員のくらしを受けとめ、組合員と共に考え進化していく。

自分たちだけでなく周りにもよいこと、社会にもよい影響を与えられるよう

エシカル消費をすすめている。 

・生協は企業と異なり、よりよいくらしを実現するために様々な事業をおこなっ

ている。そのために事業分野をひろげていくことも必要になる。全国の生協で

事業と活動を通じた社会的な取り組みがすすめられている。例えば、震災復興

での物資配送支援などの地域貢献、買い物が不便な地区住民のライフライン、

インフラを活用した地域見守り活動、高齢者・障がい者や生活困窮者への支援、

環境・エネルギーの取り組み等がある。 

・今の社会は、誰かに任せておけばよいということではない。これまでの経験を

活かし、みんなで一緒に力を合わせて取り組まなければならない。 

  三重大学 人文学部  

法律経済学科 

「協同組合論」 
  

本田 英一／日本生活協同組合連合会代表理事会長 

 
第 14回（1月 23日）：受講 57名（受講生 39名・聴講＆スタッフ 18名） 

生協は消費者や市民の願い、要望を事業活動で実現する組織であり、消費者

が自発的・自主的に助け合う組織である。生協の主役は組合員であり事業を通

じて組合員のくらしへ貢献することが第一の目的である。時代ごとに暮らしの

困りごとは変化する。今の社会をよくするには、誰かに任せておけばよいとい

うことではない。みんなで力を合わせて取り組まなければよくはならない。 
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第１４回講義…受講生の感想レポート（一部抜粋） 

Ａさん（２年生） 

 

Ｂさん（３年生） 

 
 



Ｃさん（２年生） 

 

Ｄさん（２年生） 

 



Ｅさん（４年生） 

 

Ｆさん（２年生） 

 

Ｇさん（３年生） 

 
Ｈさん（3年生） 

 


